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【人が増えたのに忙しい!?春先の新人教育は"負担減・成果大"がキー
ワード】 
現場の負担と新人のストレスが減る!
職場適応支援担当師長が行う新人支援

菊地美登里
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るように支援体制を整えてきた。しかし，指

導に当たる先輩看護師が自分自身の業務と新

人の指導教育を並行してこなすことに限界が

あり，心身共に疲弊している状況であった。

新人にとっても，先輩看護師がマンツーマン

で付けないため,不安や緊張が高まっていた。

こうした状況を受けて，2007年４月，新人

に求められる基礎的な看護実践能力を育て職

場適応を支援することを目的とし，職場適応

支援担当部門を設置した。当初は，専任の師

長１人と担当看護師２人の配置で，師長は新

人との面接を行って自立を支援し，担当看護

師は，病棟に出向き新人と共に行動し看護技

術習得のサポートに当たっていた。

2008年度は，７対１看護職員配置基準取得

に向けて，６４人の新人を迎えた。さらに教育

体制を充実させるために，2008年４月に新

たに専属の教育担当者として看護師長１人と

専任看護師２人を配置した。そして，職場適
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職場適応支援担当部門設置の

経緯と教育体制
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毎年，新卒看護師（以下，新人）を迎える

看護の現場では，看護実践能力の育成と早期

離職の防止が大きな課題となっている。当院

では，毎年数十人の新人を迎えており，これ

まで看護実践能力の向上を目指し，院内継続

教育プログラムを充実させ,プリセプターシッ

プ制度を整えるなど，新人が職場に適応でき
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当院の概要(2008年６月現在）

病床数：602床診療科：１７科

入院基本料：７対１平均在院日数：16.4日

病床稼働率：86.4％

１日平均外来患者数：1,400人

看護職員数（看護師，助産師数）：

正職員496人，非正職員49人
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